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今、なぜ「国家」が問われるのか
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本シンポジウムの趣旨
新型コロナウイルス（COVID-19）パンデミック、そしてロシアの
ウクライナ侵攻の中で、「国家」（国⺠国家）の問い直しが求められ
ている。国⺠国家とその集合体（ウェストファリア体制）を中⼼とし
た世界秩序は、この数百年の間に、欧⽶を中⼼に全世界に浸透し、近
現代世界を規定するものとして存在している。しかし、1980年頃から
のグローバル化の顕著な進展などによって、これまでこの世界秩序の
限界がさまざま指摘されてきた。地球温暖化問題などが国⺠国家の利
害関係を超えた緊急課題として意識されているのは、その⼀例である。
こうした状況下で、現在、⼈類社会を脅かしているパンデミックとウ
クライナの問題は、グローバル化とは逆の⽅向に世界の分断（多極
化）を促進し、その分断は国⺠国家内部にも及んでいる。これは、国
⺠国家とグローバル化とが内包していた問題点を今問われるべき課題
として顕在化させたと⾔えよう。もちろん、個々の問題点について意
⾒はさまざまであるが、いずれにしても、国⺠国家の問い直しは、国
⺠⼀⼈ひとりの⽣活に関わるものであるという点で、まさに国⺠的課
題なのである。本シンポジウムでは、現代の学術の知を結集してこの
⼤問題に対して取り組み、国⺠に向けた発信を試みたい。


